
　

１
９
２
８
年
（
昭
和
３
）

　

１
９
２
８
年
（
昭
和
３
）

に
開
館
し
た
鎌
倉
国
宝
館

に
開
館
し
た
鎌
倉
国
宝
館

（
鎌
倉
市
雪
ノ
下
）
が
、
今

（
鎌
倉
市
雪
ノ
下
）
が
、
今

年
で
開
館

年
で
開
館
9090
周
年
に
な
る
こ

周
年
に
な
る
こ

と
を
記
念
し
、
こ
の

と
を
記
念
し
、
こ
の
9090
年
間
年
間

で
大
き
な
試
練
と
な
っ
た
日

で
大
き
な
試
練
と
な
っ
た
日

中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
の

中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
の

時
期
（
１
９
３
７
〜
１
９
４

時
期
（
１
９
３
７
〜
１
９
４

５
年
）
に
焦
点
を
当
て
た
特

５
年
）
に
焦
点
を
当
て
た
特

別
展
が

別
展
が
1212
月
２
日
ま
で
開
か

月
２
日
ま
で
開
か

れ
て
い
る

れ
て
い
る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

戦
時
下
で
も
休
館
す
る
こ

　

戦
時
下
で
も
休
館
す
る
こ

と
な
く
、
収
蔵
品
の
一
部
を

と
な
く
、
収
蔵
品
の
一
部
を

疎
開
さ
せ
た
り
、
近
隣
の
社

疎
開
さ
せ
た
り
、
近
隣
の
社

寺
な
ど
と
協
力
し
た
り
し
て

寺
な
ど
と
協
力
し
た
り
し
て

博
物
館
と
し
て
の
活
動
を
続

博
物
館
と
し
て
の
活
動
を
続

け
、
貴
重
な
収
蔵
品
を
守
り

け
、
貴
重
な
収
蔵
品
を
守
り

抜
い
た
同
館
の
軌
跡
を
辿

抜
い
た
同
館
の
軌
跡
を
辿

る
。
る
。

　

元
寇
展
で
出
品
さ
れ
た
木

　

元
寇
展
で
出
品
さ
れ
た
木

造
十
大
弟
子
立
像
（
極
楽
寺

造
十
大
弟
子
立
像
（
極
楽
寺

・
重
要
文
化
財
）、疎
開
の
対

・
重
要
文
化
財
）、疎
開
の
対

象
と
な
っ
た
当
麻
曼
荼
羅
縁

象
と
な
っ
た
当
麻
曼
荼
羅
縁

起
絵
巻
（
光
明
寺
・
国
宝
）、

起
絵
巻
（
光
明
寺
・
国
宝
）、

戦
時
中
、
寺
社
か
ら
借
り
入

戦
時
中
、
寺
社
か
ら
借
り
入

れ
た
太
刀
・
銘
正
恒（
鶴
岡
八

れ
た
太
刀
・
銘
正
恒（
鶴
岡
八

幡
宮
・
国
宝
）、水
月
観
音
菩

幡
宮
・
国
宝
）、水
月
観
音
菩

　

鎌
倉
在
住
の
児
童
文
学
者

　

鎌
倉
在
住
の
児
童
文
学
者

角
野
栄
子
さ
ん
（

角
野
栄
子
さ
ん
（
8383
）
の
鎌

）
の
鎌

倉
市
市
民
栄
誉
賞
表
彰
式
が

倉
市
市
民
栄
誉
賞
表
彰
式
が

1010
月
1515
日
鎌
倉
市
役
所
で
行

日
鎌
倉
市
役
所
で
行

わ
れ
た

わ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

同
賞
は
市
内
在
住
で
学
術

　

同
賞
は
市
内
在
住
で
学
術

・
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
な

・
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
分
野
で
優
れ
た
功
績
の

ど
の
分
野
で
優
れ
た
功
績
の

　

鎌
倉
市
長
谷
の
鎌
倉
文
学

　

鎌
倉
市
長
谷
の
鎌
倉
文
学

館
で
「
鎌
倉
時
代
を
読
む

館
で
「
鎌
倉
時
代
を
読
む　

古
典
か
ら
現
代
作
品
ま
で
」

古
典
か
ら
現
代
作
品
ま
で
」

と
題
し
た
特
別
展
が

と
題
し
た
特
別
展
が
1212
月
９
月
９

日
ま
で
開
か
れ
て
い
る
。

日
ま
で
開
か
れ
て
い
る
。

　

鎌
倉
時
代
の
記
録
文
書

　

鎌
倉
時
代
の
記
録
文
書

「
吾
妻
鏡
」や
吉
田
兼
好
の
随

「
吾
妻
鏡
」や
吉
田
兼
好
の
随

筆「
徒
然
草
」の
版
本
ほ
か
、

筆「
徒
然
草
」の
版
本
ほ
か
、

現
代
作
家
・
太
宰
治「
右
大

現
代
作
家
・
太
宰
治「
右
大

臣
実
朝
」や
小
林
秀
雄「
西

臣
実
朝
」や
小
林
秀
雄「
西

行
」、
吉
川
英
治「
新
平
家
物

行
」、
吉
川
英
治「
新
平
家
物

語
」の
原
稿
な
ど
が
紹
介
さ

語
」の
原
稿
な
ど
が
紹
介
さ

　

「
鎌
倉
で
育
つ
」
を
テ
ー

　

「
鎌
倉
で
育
つ
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会
・
意
見
交

マ
に
し
た
講
演
会
・
意
見
交

換
会
が

換
会
が
1010
月
1818
日
、
長
谷
公

日
、
長
谷
公

会
堂
（
長
谷

会
堂
（
長
谷
1
丁
目
）
で
開

丁
目
）
で
開

か
れ
た

か
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

講
演
会
で
加
藤
彰
彦
氏

　

講
演
会
で
加
藤
彰
彦
氏

（
沖
縄
大
学
名
誉
教
授
）
、

（
沖
縄
大
学
名
誉
教
授
）
、

池
田
雅
之
氏
（
鎌
倉
て
ら
こ

池
田
雅
之
氏
（
鎌
倉
て
ら
こ

や
顧
問
・
早
稲
田
大
学
名
誉

や
顧
問
・
早
稲
田
大
学
名
誉

教
授
）
は
、
地
域
の
主
人
公

教
授
）
は
、
地
域
の
主
人
公

は
子
ど
も
で
あ
る
「
子
縁
社

は
子
ど
も
で
あ
る
「
子
縁
社

会
」
と
い
う
考
え
や
、
学
校

会
」
と
い
う
考
え
や
、
学
校

と
家
庭
だ
け
で
は
な
く
地
域

と
家
庭
だ
け
で
は
な
く
地
域

の
中
で
子
ど
も
が
育
つ
場
の

の
中
で
子
ど
も
が
育
つ
場
の

重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。

重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
主
催

　

意
見
交
換
会
で
は
、
主
催

で
あ
る
地
域
で
子
育
て
中
の

で
あ
る
地
域
で
子
育
て
中
の

母
親
達
が
、
長
年
親
し
ま
れ

母
親
達
が
、
長
年
親
し
ま
れ

て
き
た
長
谷
子
ど
も
会
館
が

て
き
た
長
谷
子
ど
も
会
館
が

今
年
４
月
に
耐
震
性
を
満
た

今
年
４
月
に
耐
震
性
を
満
た

さ
な
い
こ
と
を
理
由
に
閉
館

さ
な
い
こ
と
を
理
由
に
閉
館

し
た
こ
と
を
受
け
、
地
域
に

し
た
こ
と
を
受
け
、
地
域
に

開
か
れ
た
子
ど
も
の
居
場
所

開
か
れ
た
子
ど
も
の
居
場
所

の
重
要
性
を
訴
え
、
鎌
倉
市

の
重
要
性
を
訴
え
、
鎌
倉
市

役
所
各
課
、
市
議
、
市
内
外

役
所
各
課
、
市
議
、
市
内
外

か
ら
集
ま
っ
た
百
人
を
超
え

か
ら
集
ま
っ
た
百
人
を
超
え

る
来
場
者
の
中
か
ら
、
子
ど

る
来
場
者
の
中
か
ら
、
子
ど

も
の
居
場
所
の
実
現
に
向
け

も
の
居
場
所
の
実
現
に
向
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

れ
た
。

れ
た
。

　

「
長
谷
子
ど
も
会
館
を
残

　

「
長
谷
子
ど
も
会
館
を
残

し
た
い
」
有
志　

し
た
い
」
有
志　

 

佐
々
木
朋
子

佐
々
木
朋
子

　

「
世
界
糖
尿
病
デ
ー

　

「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
ININ
大

船
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

船
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
1111

月
1010
日
午
前

日
午
前
1212
時
半
か
ら
午

時
半
か
ら
午

後
４
時
ま
で
鎌
倉
市
岡
本
の

後
４
時
ま
で
鎌
倉
市
岡
本
の

大
船
観
音
寺
で
開
か
れ
る
。

大
船
観
音
寺
で
開
か
れ
る
。

　

血
糖
測
定
や
キ
ノ
コ
汁
の

　

血
糖
測
定
や
キ
ノ
コ
汁
の

無
料
配
布
（
各
先
着
２
０
０

無
料
配
布
（
各
先
着
２
０
０

人
）
ほ
か
、
午
後
１
時
か
ら

人
）
ほ
か
、
午
後
１
時
か
ら

２
時
２
時
4040
分
ま
で
本
堂
で
糖
尿

分
ま
で
本
堂
で
糖
尿

病
と
は
何
か
、
糖
尿
病
と
歯

病
と
は
何
か
、
糖
尿
病
と
歯

や
皮
膚
病
、
足
、
肝
臓
と
の

や
皮
膚
病
、
足
、
肝
臓
と
の

関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
医

関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
医

　

二
度
続
い
た
台
風
が
、
桜

　

二
度
続
い
た
台
風
が
、
桜

の
紅
葉
を
す
っ
か
り
吹
き
払

の
紅
葉
を
す
っ
か
り
吹
き
払

薩
坐
像（
東
慶
寺
）な
ど
が
当

薩
坐
像（
東
慶
寺
）な
ど
が
当

時
館
員
た
ち
が
書
き
残
し
た

時
館
員
た
ち
が
書
き
残
し
た

庶
務
日
誌
と
合
わ
せ
て
紹
介

庶
務
日
誌
と
合
わ
せ
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
国
宝
３
、
重

さ
れ
て
い
る
。
国
宝
３
、
重

文
1919
を
含
む

を
含
む
4545
点
を
展
示
。

点
を
展
示
。

　

1111
月
2323
日
午
後
１
時
半
、

日
午
後
１
時
半
、

鎌
倉
商
工
会
議
所
で
、「
鎌

鎌
倉
商
工
会
議
所
で
、「
鎌

倉
国
宝
館

倉
国
宝
館
9090
年
の
歩
み
と
そ

年
の
歩
み
と
そ

の
未
来
」
と
題
し
た
記
念
シ

の
未
来
」
と
題
し
た
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
る
。

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
る
。

木
下
直
之
東
大
教
授
、
鶴
岡

木
下
直
之
東
大
教
授
、
鶴
岡

八
幡
宮
吉
田
茂
穂
宮
司
、
鎌

八
幡
宮
吉
田
茂
穂
宮
司
、
鎌

倉
同
人
会
富
岡
幸
一
郎
会
長

倉
同
人
会
富
岡
幸
一
郎
会
長

ら
が
出
演
。無
料
。当
日
受

ら
が
出
演
。無
料
。当
日
受

付
。
問
い
合
わ
せ
同
館
☎
０

付
。
問
い
合
わ
せ
同
館
☎
０

４
６
７
・

４
６
７
・
2222
・
０
７
５
３

・
０
７
５
３

っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

周
囲
の
木
々
が
少
し
色
づ
い

周
囲
の
木
々
が
少
し
色
づ
い

て
、
小
さ
な
木
造
の
駅
を
包

て
、
小
さ
な
木
造
の
駅
を
包

ん
で
い
る
。
な
ん
て
可
愛
い

ん
で
い
る
。
な
ん
て
可
愛
い

の
だ
ろ
う
と
、
皆
に
思
わ
せ

の
だ
ろ
う
と
、
皆
に
思
わ
せ

る
た
た
ず
ま
い
だ
。

る
た
た
ず
ま
い
だ
。

　

暖
か
い
日
差
し
と
そ
よ
吹

　

暖
か
い
日
差
し
と
そ
よ
吹

く
秋
の
初
風
。
ト
ン
ネ
ル
を

く
秋
の
初
風
。
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
て
き
た
江
ノ
電
が
、
わ

抜
け
て
き
た
江
ノ
電
が
、
わ

ず
か
の
乗
客
を
降
ろ
し
て
藤

ず
か
の
乗
客
を
降
ろ
し
て
藤

沢
方
面
へ
コ
ト
コ
ト
と
向
か

沢
方
面
へ
コ
ト
コ
ト
と
向
か

っ
て
い
っ
た
。
平
和
だ
っ

っ
て
い
っ
た
。
平
和
だ
っ

た
。
世
界
中
が
平
和
な
よ
う

た
。
世
界
中
が
平
和
な
よ
う

な
気
が
し
た
。

な
気
が
し
た
。

　

家
に
帰
る
と
、
テ
レ
ビ
が

　

家
に
帰
る
と
、
テ
レ
ビ
が

沖
縄
知
事
選
の
結
果
を
伝
え

沖
縄
知
事
選
の
結
果
を
伝
え

て
い
た
。
水
彩　

て
い
た
。
水
彩　

3131
×
4141
㎝

・
看
護
師
が
講
演
す
る
。

・
看
護
師
が
講
演
す
る
。

　

現
在
世
界
の
糖
尿
病
人
口

　

現
在
世
界
の
糖
尿
病
人
口

は
約
３
億
８
７
０
０
万
人
に

は
約
３
億
８
７
０
０
万
人
に

及
び
、中
で
も
ア
ジ
ア
・
太
平

及
び
、中
で
も
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
の
患
者
数
の
増
加
は

洋
地
域
の
患
者
数
の
増
加
は

深
刻
で
、
日
本
の
糖
尿
病
患

深
刻
で
、
日
本
の
糖
尿
病
患

者
と
予
備
軍
は
約
２
千
万
人

者
と
予
備
軍
は
約
２
千
万
人

と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
連
が

な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
連
が

1111
月
1414
日
を
「
世
界
糖
尿
病

日
を
「
世
界
糖
尿
病

デ
ー
」に
指
定
し
、糖
尿
病
の

デ
ー
」に
指
定
し
、糖
尿
病
の

予
防
、
治
療
を
喚
起
す
る
啓

予
防
、
治
療
を
喚
起
す
る
啓

発
運
動
を
推
進
し
て
い
る
。

発
運
動
を
推
進
し
て
い
る
。

　

1111
月
1010
〜
1818
日
午
後
５
時

日
午
後
５
時

か
ら
大
船
観
音
を
キ
ャ
ン
ペ

か
ら
大
船
観
音
を
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
空

ー
ン
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
空

の
青
と
団
結
を
表
わ
す
輪
を

の
青
と
団
結
を
表
わ
す
輪
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
ブ
ル
ー
サ
ー

デ
ザ
イ
ン
し
た
ブ
ル
ー
サ
ー

ク
ル（
青
い
丸
）に
因
ん
で
ブ

ク
ル（
青
い
丸
）に
因
ん
で
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

　

実
行
委
員
長
の
日
本
糖
尿

　

実
行
委
員
長
の
日
本
糖
尿

病
学
会
専
門
医
・
高
橋
正
典

病
学
会
専
門
医
・
高
橋
正
典

さ
ん
は
「
糖
尿
病
は
予
防
と

さ
ん
は
「
糖
尿
病
は
予
防
と

早
期
治
療
が
大
切
」
と
参
加

早
期
治
療
が
大
切
」
と
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

入
山
料
大
人
３
百
円
、
小

　

入
山
料
大
人
３
百
円
、
小

中
学
生
百
円
。
問
い
合
わ
せ

中
学
生
百
円
。
問
い
合
わ
せ

大
船　

睡
眠
・
糖
尿
病
内
科

大
船　

睡
眠
・
糖
尿
病
内
科

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
3838
・
７
５
５
５

・
７
５
５
５

あ
っ
た
市
民
に
贈
ら
れ
る
賞

あ
っ
た
市
民
に
贈
ら
れ
る
賞

で
、
２
０
１
２
年
度
創
設
さ

で
、
２
０
１
２
年
度
創
設
さ

れ
、
今
回
３
人
目
の
表
彰
。

れ
、
今
回
３
人
目
の
表
彰
。

　

角
野
さ
ん
は
、『
魔
女
の

　

角
野
さ
ん
は
、『
魔
女
の

宅
急
便
』
を
は
じ
め
、
こ
れ

宅
急
便
』
を
は
じ
め
、
こ
れ

ま
で
４
０
０
点
近
い
著
作
を

ま
で
４
０
０
点
近
い
著
作
を

発
表
。
８
月
に
〝
児
童
文
学

発
表
。
８
月
に
〝
児
童
文
学

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
〞
と
も
い
わ

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
〞
と
も
い
わ

れ
る
「
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン

れ
る
「
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン

賞
」
を
受
賞
し
た
。
２
０
０

賞
」
を
受
賞
し
た
。
２
０
０

１
年
か
ら
鎌
倉
に
住
み
、
３

１
年
か
ら
鎌
倉
に
住
み
、
３

年
ほ
ど
前
か
ら
鎌
倉
文
学
館

年
ほ
ど
前
か
ら
鎌
倉
文
学
館

で
「
お
は
な
し
の
扉
」
で
子

で
「
お
は
な
し
の
扉
」
で
子

ど
も
た
ち
に
自
分
の
著
書
を

ど
も
た
ち
に
自
分
の
著
書
を

読
ん
で
い
る
。

読
ん
で
い
る
。

　

ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
色
の
ワ
ン

　

ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
色
の
ワ
ン

ピ
ー
ス
で
来
庁
し
た
角
野
さ

ピ
ー
ス
で
来
庁
し
た
角
野
さ

ん
は
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
か
ら

ん
は
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取

表
彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取

り
、「
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し

り
、「
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し

い
。
鎌
倉
は
美
し
く
、
宝
物

い
。
鎌
倉
は
美
し
く
、
宝
物

が
沢
山
あ
る
。
息
づ
か
い
が

が
沢
山
あ
る
。
息
づ
か
い
が

す
ば
ら
し
い
。
ず
っ
と
住
み

す
ば
ら
し
い
。
ず
っ
と
住
み

続
け
る
つ
も
り
。
海
、
山
、

続
け
る
つ
も
り
。
海
、
山
、

段
葛
、
緑
の
景
観
が
ず
っ
と

段
葛
、
緑
の
景
観
が
ず
っ
と

続
く
よ
う
祈
っ
て
い
る
」
と

続
く
よ
う
祈
っ
て
い
る
」
と

笑
顔
で
受
賞
の
喜
び
を
語
っ

笑
顔
で
受
賞
の
喜
び
を
語
っ

た
。
鎌
倉
文
学
館
で

た
。
鎌
倉
文
学
館
で
1111
月
４
月
４

日
ま
で
角
野
さ
ん
の
直
筆
原

日
ま
で
角
野
さ
ん
の
直
筆
原

稿
や
著
書
な
ど
約

稿
や
著
書
な
ど
約
2020
点
を
展

点
を
展

示
し
て
い
る
。

示
し
て
い
る
。

れ
て
い
て
、
永
井
路
子
の
原

れ
て
い
て
、
永
井
路
子
の
原

稿
「
北
条
政
子
」
は
新
収
蔵

稿
「
北
条
政
子
」
は
新
収
蔵

資
料
と
し
て
初
展
示
。

資
料
と
し
て
初
展
示
。

　

歴
史
の
推
移
の
紹
介
パ
ネ

　

歴
史
の
推
移
の
紹
介
パ
ネ

ル
も
あ
る
の
で
、
鎌
倉
時
代

ル
も
あ
る
の
で
、
鎌
倉
時
代

の
変
遷
を
再
認
識
で
き
る
。

の
変
遷
を
再
認
識
で
き
る
。

　

▽

　

▽
1111
月
1616
日
明
星
大
学
人

日
明
星
大
学
人

文
学
部
・
前
田
雅
之
教
授
が

文
学
部
・
前
田
雅
之
教
授
が

鎌
倉
の
政
治
・
宗
教
・
古
典
に

鎌
倉
の
政
治
・
宗
教
・
古
典
に

つ
い
て
▽

つ
い
て
▽
1111
月
2020
日
鶴
見
大

日
鶴
見
大

学
文
学
部
の
中
川
博
夫
教
授

学
文
学
部
の
中
川
博
夫
教
授

が
実
朝
、
北
条
泰
時
ら
鎌
倉

が
実
朝
、
北
条
泰
時
ら
鎌
倉

で
活
躍
し
た
歌
人
と
そ
の
和

で
活
躍
し
た
歌
人
と
そ
の
和

歌
に
つ
い
て
話
す
。
申
込
、

歌
に
つ
い
て
話
す
。
申
込
、

問
合
せ
鎌
倉
文
学
館
☎
０
４

問
合
せ
鎌
倉
文
学
館
☎
０
４

６
７
・

６
７
・
2323
・
３
９
１
１

・
３
９
１
１

　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

務
店
企
画
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー

務
店
企
画
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー

第
８
回
。
毎
月
そ
れ
ぞ
れ
の

第
８
回
。
毎
月
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
家
が
家
づ
く
り
を
ア
ド

専
門
家
が
家
づ
く
り
を
ア
ド

バ
イ
ス
。
参
加
者
か
ら
「
家

バ
イ
ス
。
参
加
者
か
ら
「
家

づ
く
り
に
関
す
る
知
識
が
増

づ
く
り
に
関
す
る
知
識
が
増

え
た
！
」と
好
評
で
す
。

え
た
！
」と
好
評
で
す
。

　

1111
月
1717
日
の
第
４
部
で

日
の
第
４
部
で

は
、
税
理
士
が
お
金
に
関
す

は
、
税
理
士
が
お
金
に
関
す

る
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝

る
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
ま
す
。「
消
費
税
が
上
が
る

え
ま
す
。「
消
費
税
が
上
が
る

前
に
家
を
購
入
し
た
い
」「
先

前
に
家
を
購
入
し
た
い
」「
先

祖
代
々
の
不
動
産
を
相
続
で

祖
代
々
の
不
動
産
を
相
続
で

手
放
し
た
く
な
い
」「
何
も

手
放
し
た
く
な
い
」「
何
も

し
て
い
な
い
土
地
建
物
を
活

し
て
い
な
い
土
地
建
物
を
活

用
し
た
い
」
―
こ
ん
な
方
に

用
し
た
い
」
―
こ
ん
な
方
に

お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

1111
月
1717
日（
土
）午
前

日（
土
）午
前
1010

時
、鎌
倉
商
工
会
議
所
会
館

時
、鎌
倉
商
工
会
議
所
会
館

（
御
成
町
）。参
加
無
料
、要
事

（
御
成
町
）。参
加
無
料
、要
事

前
申
込
。申
込
・
問
合
せ　

戸

前
申
込
。申
込
・
問
合
せ　

戸

井
田
工
務
店　

鎌
倉
市
大

井
田
工
務
店　

鎌
倉
市
大

町
５
―
５
―
９
☎
０
４
６

町
５
―
５
―
９
☎
０
４
６

７
・
７
・
2424
・
７
７
７
７
、
メ

・
７
７
７
７
、
メ

ー
ル
ー
ルinfo@

kam
akura-

info@
kam
akura-

standard.com
standard.com

昨年の大船フェス昨年の大船フェス

1616
「
極
楽
寺
駅
」黒

川　

明

鎌倉で
「木」と
暮らす

連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
８
回

連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
８
回

第
４
部　

第
４
部　

こ
れ
か
ら
の〝
お
金
〞と

こ
れ
か
ら
の〝
お
金
〞と

〝
リ
フ
ォ
ー
ム
〞、〝
家
づ
く
り
〞勉
強
会

〝
リ
フ
ォ
ー
ム
〞、〝
家
づ
く
り
〞勉
強
会

〜
快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

〜
快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

 

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
〜

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
〜

〜
知
っ
て
得
す
る
３
つ
の
税
対
策
〜

〜
知
っ
て
得
す
る
３
つ
の
税
対
策
〜

戦
時
中
に
焦
点
あ
て
た
特
別
展

戦
時
中
に
焦
点
あ
て
た
特
別
展

鎌
倉
国
宝
館
開
館

鎌
倉
国
宝
館
開
館
9090
周
年
記
念

周
年
記
念

糖
尿
病
の
予
防

糖
尿
病
の
予
防

　

早
期
発
見
を

　

早
期
発
見
を

大
船
で

大
船
で
1010
日
フ
ェ
ス

日
フ
ェ
ス

角
野
栄
子
さ
ん

角
野
栄
子
さ
ん

市
民
栄
誉
賞
表
彰

市
民
栄
誉
賞
表
彰

鎌
倉
鎌
倉

鎌
倉
時
代
テ
ー
マ

鎌
倉
時
代
テ
ー
マ

新
旧
作
品
一
堂
に

新
旧
作
品
一
堂
に

鎌
倉
文
学
館

鎌
倉
文
学
館

【寄稿】【寄稿】

子
ど
も
の
居
場
所
の
重
要
性

子
ど
も
の
居
場
所
の
重
要
性

長
谷
子
ど
も
会
館
閉
館
を
め
ぐ
っ
て

長
谷
子
ど
も
会
館
閉
館
を
め
ぐ
っ
て

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１８年（平成３０年）11 月１日 第476号 1部　108円 （８）


